
 

都道府県名：熊本県 市町村名：水俣市 

１．活動名 

森林環境教育（水源の森等の観察、つる切り作業実習等） 

２．取組の背景、目的 

水俣市久木野地域にある理想的人工林・手入れ不足の人工林、照葉樹の天然林

と愛林館で育てている水源の森（２１ha）を観察し、また、実際につる切り作業

実習等を行い、森づくりの意味や里山の保全・活用について参加者たちに伝えて

いく。 

３．実施主体 

愛林館 

４．取組の概要 

①皆伐放棄地、理想的人工林、手入れ不足の人工林、照葉樹の天然林及び人工林

（愛林館水源の森）観察。 

②水源の森にてつる切り作業実習。 

③炭焼き実習 

④講義：森づくりの意味（公益的な機能と費用負担） 

⑤皆伐放棄地の森林再生と作業道の役割について現地研修 

５．支援事業 

熊本県青年森林協力隊推進事業 

６．取組等についての成果や課題 

理想的人工林・手入れ不足の人工林、照葉樹の天然林と愛林館で育てている水源

の森（２１ha）を観察することで、森を育てていくことの大切さ等を伝えること

ができた。またつる切り作業の体験や、林業家の話を聞くことで育林作業の厳し

さ、作業を終えたあとの充実感を体感させることもできた。 

  



写真添付欄 写真の説明欄 

水俣市久木野地域にある理想的人工林・手

入れ不足の人工林、照葉樹の天然林と愛林

館で育てている水源の森（２１ha）を観察 

 管内の林業家の現場における現地研修 

 講義：森づくりの意味（公益的な機能と費

用負担等について） 

 

 愛林館の水源の森（21ha）の観察及びつる

切り作業実習 

 


